
到達目標
B

到達目標
C

設定されたスケジュー
ルに合わせて適切な進
展が見られる。

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

設定されたスケジュー
ルに合わせて進展が見
られる。

設定されたスケジュー
ルに合わせて進展が見
られない。

【教科書】

筆記用具、ノート、PC

【参考資料】

特になし

【成績の評価方法・評価基準】

作品提出および授業態度。時限出席率75％以下は課題提出しても不合格となります。

制作実習と連動しPCやインターネットの正しい活用法を学び、情報社会での適応能力を養います。

【到達目標】

インターネットを活用し仕事や学習、コミュニケーションなど、様々な面での効率化を図る。

【授業の注意点】

課題提出締め切り日を厳守してください。社会への移行を前提としたマナーで゙授業に参加してください。
授業理解度・課題制作の進捗状況等により授業内容を変更することがあります。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル３ レベル２ レベル１

要努力ふつう

担当教員 北川／末永／椎原 教員の実務経験 有 実務経験の職種
アートディレクター／デザイ
ナー／イラストレーター・マン
ガ家

【科目の目的】

インターネットの正しい活用法を学ぶことで、これらのデジタルスキルを向上させ実務で必要なスキルを習得する。

【科目の概要】

科目名 ICT活用1 年度 2025

ICT Utilization1 学期 前期

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・学年 マンガ・アニメーション科　2年次 必／選 選 時間数 30

信頼性のある情報を評
価できる能力がある。

信頼性のある情報を判
断できていない。

デジタルセキュリティ
に関する意識がある。

デジタルセキュリティ
に関する意識が低い。

優れている

到達目標
A

インターネットやデータ
ベースを効果的に検索
し、信頼性のある情報を
適切に評価できる能力が
ある。

パスワードの作成やプラ
イバシーの確保など、デ
ジタルセキュリティに関
する基本的な意識があ
る。



回
数

評
価
方
法

自
己
評
価

企画演習 自己表現能力を向上させる。

1 企画演習 自己表現能力を向上させる。

1 企画演習 自己表現能力を向上させる。

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

情報社会での適応能力を養う情報社会の特徴を学習1

オンラインプレゼンスの意識を高めるWEBポートフォリオ1

実践的なミーティングスキルを身につける。
WEB会議ツール実践操
作

1

基本的なミーティングの開催と参加のスキルを身に着け
る。

WEB会議ツール基本操
作

1

1 WEBポートフォリオ オンラインプレゼンスの意識を高める

オンラインプレゼンスの意識を高める
インターネットリテラ
シーを学習

1

自己表現能力を向上させる。企画演習1

18
コミュニケーショ
ン

資料作成

9
コミュニケーショ
ン

プレゼンテーション

10

14
プロジェクト管理
スキル

卒業制作に向けたガン
トチャート作成

プロジェクト管理
スキル

卒業制作に向けたガン
トチャート作成

11
プロジェクト管理
スキル

クラウドサービスを有
効に活用

12
プロジェクト管理
スキル

卒業制作に向けたガン
トチャート作成

13

コミュニケーショ
ン

プレゼンテーション

コミュニケーショ
ン

資料作成

5
WEBポートフォリ
オ

WEBポートフォリオの
内容を充実させる。

6
WEBポートフォリ
オ

WEBポートフォリオの
内容を充実させる。

7

カレンダーやタスク管理スキル
スプレッドシートを活
用した管理タスク管理

1

カレンダーやタスク管理スキル
スプレッドシートを活
用した管理タスク管理

1

driveを有効に活用するデータの共有と管理1

3

3

3

3

3

3

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

15
プロジェクト管理
スキル

卒業制作に向けたタス
ク管理

カレンダーやタスク管理スキル
カレンダーを活用した
管理タスク管理

1

カレンダーやタスク管理スキル
スプレッドシートを活
用した管理タスク管理

1 3

3

3

3

3

3

1
インターネットと
情報リテラシー

インターネットリテラ
シーを学ぶ

3

3

3

WEBポートフォリ
オ

WEBポートフォリオの
内容を充実させる。

2
ネットワークコ
ミュニケーション

WEB会議ツールの基本
的な操作と機能を理解
する。

3
ネットワークコ
ミュニケーション

WEB会議ツールの応用
やマナーを理解する

4

ICT活用1 年度

ICT Utilization1 学期 前期

到達目標＝修得するスキル

2025

授業内容

科目名

英語表記

授業テーマ 各授業の目的
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